
　12月17日、町役場正面玄関前で平生町消防団が防火パ
トロール出発式を行いました。
　このパトロールは、年末における火災予防啓発を目的と
して例年実施されているもので、初日のこの日は全分団が
一堂に会し、出発前の士気高揚を図りました。その後、各
分団は伊田消防団長の指揮の下、それぞれの所管区域での
巡回に向け、続々と会場を出発していきました。

人とまち　「きずな」でつなぐ　元気な平生

２ 新年あいさつ

３ 国民健康保険について

４ 確定申告　準備はお早めに！

５ 町県民税の申告受付が始まります
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地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
人

や
地
域
の
力
を
生
か
し
た
訓
練
や

体
験
を
通
じ
、
自
助
・
共
助
体
制

の
更
な
る
強
化
を
推
進
し
、
地
域

防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

今
年
の
干
支
で
あ
る
巳
年
は
、

草
木
の
生
長
が
極
限
に
達
し
、
新

た
な
生
命
が
生
み
出
さ
れ
る
時
期

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
生
町
に

お
い
て
も
、
行
政
主
導
の
ま
ち
づ

く
り
か
ら
、
住
民
が
主
役
と
な
る

“
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
”
へ
と
生

ま
れ
変
わ
る
年
と
な
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ
多

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

29
年
ぶ
り
と
な
る
師
走
選
挙
が

終
わ
り
、
よ
う
や
く
国
政
が
動
き

出
し
ま
し
た
。
現
下
の
日
本
の
政

治
、
経
済
の
課
題
は
山
積
で
す
。

一
刻
も
早
く
混
迷
状
況
を
立
て
直

し
、
政
治
に
対
す
る
信
頼
を
取
り

戻
し
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
本
町
で
は
住
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
策
定
し
て
き
ま

し
た
「
平
生
町
参
加
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
が
先
般
の
12
月

定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
本
年
４
月

か
ら
施
行
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
本
条
例
の
策
定
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は

そ
の
意
味
で
ま
さ
に
“
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
元
年
”
と
な
り
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
、
漁
業
・
農
業
・

工
業
・
商
業
な
ど
の
各
種
産
業
が

連
携
し
、
町
内
の
産
業
力
を
広
く

発
信
す
べ
く
「
ひ
ら
お
産
業
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
ひ
ら
お
産
業

の
底
力
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
で
初
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
設
立
や
地
域
活
動
、
福
祉

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
な

ど
、
条
例
の
施
行
を
前
に
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
追
い
風
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
勢
い
を
生
か

す
べ
く
、
全
力
を
も
っ
て
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
て

は
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

昨
年
８
月
に
発
表
さ
れ
た
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
被
害
想

定
は
、
震
源
地
で
あ
る
太
平
洋
沖

か
ら
遠
く
離
れ
た
本
町
に
お
い
て

も
、
最
大
震
度
６
弱
、
最
大
津
波

高
５
ｍ
と
い
う
衝
撃
的
な
内
容
で

あ
り
、
更
な
る
防
災
対
策
の
拡
充

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
昨
年
来
、
海
抜
表
示
板
の
設

置
や
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
対
策

事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
本
年
に
お
い
て
は
平
生
中
学

校
普
通
教
室
棟
の
耐
震
補
強
工
事

を
行
い
、
生
徒
た
ち
の
安
全
な
学

習
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
公
民
館
や
体
育
館
、
橋
梁
等

の
公
共
施
設
の
耐
震
化
や
長
寿
命

化
へ
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
だ
け
で
は
災
害
を
完

全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
宇
佐
木
地

区
合
同
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
町

民
の
皆
様
の
防
災
意
識
の
高
さ
と

迎  

春

二
〇
一
三

平
生
町
長
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日
本
で
は
す
べ
て
の
人
が
何
ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
国
民
皆
保
険
制
度
）

　
国
民
健
康
保
険
は
、
そ
の
医
療
保
険
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
、
市
区
町

村
ご
と
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
万
一
の
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
医
療
費

な
ど
に
充
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
は
、
他
の
医

療
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加
入
し

て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
を
除
く
、
す
べ
て
の
人
が

加
入
し
ま
す
。

○
お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
自

営
業
の
人

○
退
職
な
ど
に
よ
り
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
人

○
農
業
や
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人

○
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

し
て
い
て
、
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
人

○
平
生
町
に
住
民
票
の
あ
る
外
国

人
住
民
の
人

　
　

職
場
の
健
康
保
険
と
国
民
健

康
保
険
の
間
で
切
り
替
え
が
あ

る
場
合
に
は
ご
自
身
に
よ
る
届

け
出
が
必
要
で
す
。
自
動
的
に

切
り
替
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し

た
と
き
（
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
）

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め

た
と
き
（
退
職
し
た
と
き
）

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
（
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
な
い
場
合
）

○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

・
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（
資
格

喪
失
連
絡
票
や
離
職
票
、
退
職

証
明
書
な
ど
）

・
年
金
証
書
（
65
歳
未
満
で
年
金

受
給
者
の
人
）

・
印
章

○
ほ
か
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る

と
き

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き

○
死
亡
し
た
と
き

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

と
な
っ
た
と
き
（
75
歳
に
な
っ

て
対
象
と
な
る
と
き
は
届
け
出

不
要
）

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

・
職
場
の
健
康
保
険
証
（
脱
退
す

る
人
全
員
分
）

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
人

加
入
す
る
と
き
・
や
め

る
と
き
は
必
ず
届
出
が

必
要
で
す

届
け
出
は
お
早
め
に

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
と
き

国
民
健
康
保
険
を

や
め
る
と
き

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

前
の
健
康
保
険
が
終
了
し
た
時
点

ま
た
は
転
入
し
た
時
点
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
、
そ
の
間
の
保
険
税
を
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
遡
及
賦
課
）

　

脱
退
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

国
民
健
康
保
険
と
職
場
な
ど
の
健

康
保
険
の
両
方
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
と
な
り
、
保
険
税
（
料
）
が

二
重
に
請
求
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
後
に
国
民
健
康
保
険
の
保
険

証
を
使
用
す
る
と
、
そ
の
と
き
に

国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
た
医
療

費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

健
康
保
険
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、
14
日
以
内
に
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

・
印
章

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
町
民
課 

保
険
年
金
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
３

医療費節約にご協力ください
　本町国民健康保険（国保）の医療費は毎年
増え続け、ここ近年の急増ぶりは国保財政を
大きく脅かしています。医療費の増加は、保
険税の引き上げにもつながりますので、被保
険者一人ひとりが次のことに心がけ、医療費
の抑制にご協力ください。

●かかりつけ医をもち、同種の疾病で複数の医療機関にお
ける、重複受診は避けましょう。

●病気の早期発見・予防のため、特
定健診をはじめとした健康診断を
定期的に受けましょう。

●運動、休養、栄養バランスに心がけ、
生活習慣病を予防しましょう。
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光税務署では次のとおり申告の相談、申告書
の受付を行います

【期間】２月 18 日㈪～３月 15 日㈮
　　　  午前９時～午後５時 ※受付は午後４時まで

【場所】光税務署２階　相談会場
　　　  （光市虹ヶ浜三丁目 10 番１号）
　閉庁日 ( 土・日曜日、祝日 ) は、相談および申告
書の受付は行っておりませんが、郵送または税務署
の時間外収受箱に投函することにより、申告書を提
出することができます。

確定申告書や青色決算書（収支内訳書）の用紙
を希望される人は、次の方法で入手できます

①国税庁ホームページからダウンロード
【ＵＲＬ】http://www.nta.go.jp/tetsuzuki/shinsei/
annai/shinkoku/mokuji.htm 

②電話で送付を依頼
下記問合せ先までご連絡ください。

　また、「確定申告書等作成コーナー（国税庁ホーム
ページ）」で作成する申告書は、ｅ－Ｔａｘを利用し
て送信するほかに、印刷して提出することもできます
ので、併せてご利用ください。

年金所得者の確定申告不要制度について
（平成 23 年分から適用されています）
　公的年金等の収入金額が 400 万円以下であり、か
つ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20 万
円以下である人は、所得税の確定申告は必要ありませ
ん。（上記に該当する人でも、還付を受けることがで
きる場合は申告することができます。）
　ただし、次に当てはまる人は所得税の確定申告をし
ない場合でも、町県民税の申告が必要となりますので
ご注意ください。
①「公的年金等の源泉徴収票」に記載されていない各
種控除の適用を受ける人

②公的年金等に係る雑所得以外の所得（個人年金の所
得も含む）がある人

納税は便利な口座振替をご利用ください

【振替日】所得税　４月 22 日㈪
消費税・地方消費税　４月 24 日㈬

詳細は、国税庁ホームページへ
www.nta.go.jp
　広島国税局　で　 検 索

○事業所得（商業、工業、農業、漁業などからの
所得）や不動産所得（地代、家賃）などのある
人で、１年間の所得金額の合計額が、所得控除
合計額を超える人

○土地、建物などを譲渡した人
○サラリーマンで年収が 2,000 万円を超える人、

給与以外の所得が 20 万円を超える人、２カ所
以上から給与を受ける人　など

確定申告が必要な人
　確定申告する義務のない人でも、次の場合、
確定申告をすると源泉徴収された所得税が還付
されることがあります。
○マイホームをローンなどで取得したとき
○多額の医療費を支払ったとき
○災害や盗難にあったとき
○年の途中で退職し、再就職をしなかった人で、

年末調整を受けなかったとき　など

確定申告をすれば税金が戻る人

◇ 所 得 税・ 贈 与 税　　　 ３ 月 15 日 金
◇消費税・地方消費税　４月 １ 日月　  　 　（ 個 人 事 業 者 ）

申告・納付期限
確定申告
準備はお早めに！

■問合せ先
　光税務署個人課税部門
　☎ ０８３３（７１）０１６６

　音声ガイダンスに従って確定申告に関するご相談、各種用紙の送付
を希望される場合は「０（確定申告テレフォンセンター）」を、その他
一般のご相談の場合は「１（電話相談センター）」を選択してください。

～ご注意ください～

記帳・帳簿等の保存制度
の対象者が拡大されます。

　個人で事業（農業を含む）や不動産貸付などを行
うすべての人※について、記帳・帳簿等の保存が必
要となります。
※所得税の申告の必要がない人も対象となります。

平成 26 年１月から
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町県民税申告のご相談・お問い合わせは　　町役場税務課　☎（５６）７１１４

◆町役場税務課では、下記の日程で申告相談を行いますのでお気軽にご利用ください。

　平成 25 年１月１日に平生町内に住所を有する人
は、３月 15 日までに町県民税の申告をしなければ
なりません。
　ただし、次の①～③に該当する人は申告の必要は
ありません。
①所得税の確定申告をした人
②前年中の所得が、給与所得だけで、勤務先から町

へ給与支払報告書が提出されており、他に控除の
必要のない人

③前年中の所得が、公的年金だけで、公的年金の支
払者から町へ公的年金等支払報告書が提出されて
おり、他に控除の必要のない人

申告に必要なもの
□印章
□所得の計算根拠となる書類
※給与所得および公的年金所得の
ある人は源泉徴収票（原本）
□国民年金保険、生命保険・個人
年金保険・介護医療保険、地震保
険の控除証明書（原本）
□障害者控除を受ける場合、障害
者手帳などその程度を確認できる
書類
□医療費控除を受ける場合【医療
費総額が所得金額の５％または
10 万円のいずれか少ない金額を
超えるとき】、１年間に支払った
医療費の領収書および保険などで
補てんされる金額が分かるもの
 ※事前に集計をお願いします。
□その他控除を受ける場合は、そ
の事実を確認できる書類

開 催 日 場　所 時　間 対 象 地 区

２月 18 日㈪ 町役場第 3 庁舎 3 階   9:00 ～ 16:00 平生町地区

２月 19 日㈫ 町役場第 3 庁舎 3 階   9:00 ～ 16:00 平生村地区

２月 20 日㈬ 町役場第 3 庁舎 3 階   9:00 ～ 16:00 平生町、平生村地区

２月 21 日㈭ 大野コミュニティセンター 9:30 ～ 16:00 大野地区

２月 22 日㈮ 曽根公民館   9:30 ～ 16:00 曽根地区

２月 25 日㈪
竪ヶ浜コミュニティセンター   9:30 ～ 12:00 竪ヶ浜地区

ふれあいの館
（宇佐木コミュニティセンター横） 13:30 ～ 16:00 宇佐木地区

２月 26 日㈫
尾国コミュニティセンター   9:30 ～ 12:00 尾国、小郡地区

佐賀公民館田名分館 13:30 ～ 16:00 田名、丸山地区

２月 27 日㈬ 佐賀公民館 9:30 ～ 16:00 佐賀地区

２月 28 日㈭
佐賀公民館   9:30 ～ 12:00 佐賀地区

佐合島コミュニティセンター 12:15 ～ 13:45 佐合地区

　これらに該当しない人は、平成 24 年１月１日か
ら 12 月 31 日までの１年間に生じた所得（給与・
農業・営業・漁業・その他）を、多少にかかわらず、
申告しなければなりません。
　また、国民健康保険または後期高齢者医療保険の
加入者については、その保険料の算定に必要となり
ますので、収入がない人でも必ず申告してください。
　なお、平成 24 年度の申告状況などから申告が必
要と思われる人には、１月下旬に申告書を郵送しま
す。申告が必要な人で申告書が届かない場合は、税
務課までご連絡いただくか、直接申告会場にお越し
ください。

町県民税の申告が必要な人

　上記の期間中、税務課職員の多くは申告会場に出向くため、税務課の窓口では最小限の職員での対応とな
ります。申告相談につきましては、できる限り上記申告会場へお越しください。
　税務課窓口・申告会場ともに、時間帯によっては大変混み合い、長時間お待たせすることもありますので、
時間に余裕をもってお越しください。また、申告内容に不明な点があったり、申告書類に不足があったりす
ると、申告相談に時間がかかりますので、申告に必要なものは忘れずにご持参ください。

申告期限
３月 15 日金町県民税の申告受付が始まります
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●売払い物件
　地下埋設物調査、地盤調査、土壌調査、アスベスト使用調査などは行っていません。
　全ての物件は、現状有姿のままでの売り払い、引渡しとなりますので必ず現地を確認してください。
　ご要望に応じて職員による境界などの現地説明を行います。

町有地を先着順で売り払います

物件番号 所　在 地目 地積 ( ㎡ ) 売却価格

H24-1

平生町大字平生村字吉原三ノ割 740 番 5 宅　地 1,368.54 24,223,000 円
・旧町営住宅跡地
・都市計画：都市計画区域内（第一種住居地域）
・建ペイ率：60％　　・容積率：200％
・上水道：つなぎ込み可。町道に本管整備済。
　　　　　（つなぎ込みにより加入金および手数料が必要。）
・下水道：つなぎ込み可。ただし、利用形態により要協議。

物件番号 所　在 地目 地積 ( ㎡ ) 売却価格

H24-2

平生町大字曽根字明地 654 番 1、648 番 2 宅地・雑種地 813.20 12,086,000 円
・旧曽根保育園跡地
・物件前面の県道は都市計画道路として拡幅計画があります。
・都市計画：都市計画区域内（第一種住居地域）
・建ペイ率：60％　　・容積率：200％
・上水道：つなぎ込み可。県道（歩道）に本管整備済。
・下水道：つなぎ込み可。ただし、利用形態により要協議。

●

県
道
光
上
関
線

ココ

ココ

位置図

位置図

位置図

●申込方法
　購入希望者は「町有財産払下げ申請書」に必要事
項を明記し、署名押印の上、納税証明書※を添えて
直接持参（郵送不可）してください。
　なお、代理人による申し込みの場合は、申込者か
らの委任状が必要です。
※ 個人または法人の市町村税の完納を証明するもの

　昨年 11 月から 12 月にかけて行いました一般競争
入札で落札されなかった町有地について、あらかじめ
売却価格を提示して先着順で購入者を決定する「先着
順売払い」を実施します。
　購入を希望される人は、次のとおり申し込み手続き
を行ってください。

●受付日時
１月 15 日㈫～（土・日・祝日を除く）
午前８時 30 分～午後５時 15 分
　売払いを完了した場合や諸事情により、予期せず
終了または中断することがありますので、あらかじ
めご了承ください。
■問合せ・書類提出先
町役場総合政策課　☎（５６）７１２０
　「町有財産払下げ申請書」などは、町役場総合政策
課に置いていますが、平生町公式ホームページからダ
ウンロードすることもできます。また、売払いの詳細
についても掲載していますので、必ずご覧ください。
【平生町公式ホームページ】http://www.town.hirao.lg.jp/
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国
民
年
金
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の

安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、

み
ん
な
で
前
も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い

お
互
い
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。
日
本
に

住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
加
入
の
手
続
き
や
保
険
料
の
納

付
を
忘
れ
る
と
、
死
亡
や
障
害
と
い
っ
た

不
測
の
事
態
が
起
こ
っ
た
と
き
に
「
遺
族

基
礎
年
金
」
や
「
障
害
基
礎
年
金
」
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　「
あ
の
と
き
に
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
必

ず
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
学
生
の
人
や
収
入
が
少
な
く
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
人
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を

利
用
し
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

20
歳
を
迎
え
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生
ま
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

「
年
金
な
ん
て
先
の
こ
と
だ
か
ら
関
係
な
い
」

な
ん
て
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

加
入
に
必
要
な
手
続
き

 

学
生
納
付
特
例
制
度

◆
対
象
者　
次
の
①
お
よ
び
②
に
該
当

す
る
人

①
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
に

限
る
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

に
在
学
す
る
人
（
夜
間
・
定
時
制
課
程

や
通
信
制
課
程
を
含
む
）

②
前
年
の
所
得
か
ら
社
会
保
険
料
控

除
額
等
を
控
除
し
た
後
の
金
額
が
、

［
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×

38
万
円
］
以
下
の
人

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在
学

証
明
書
、
印
章

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

◆
対
象
者　
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
で
30
歳
未
満
の
人

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
ま
た
は
本
人
確
認
の
で
き

る
書
類
、
印
章

満
額
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に 

追
納
し
ま
し
ょ
う

　
「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若
年
者
納
付

猶
予
」
は
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す

る
制
度
で
あ
り
、
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
月

か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
「
追
納
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
将
来
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
も

追
納
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら

翌
々
年
度
を
過
ぎ
る
と
、
当
時
の
保
険

料
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

【
自
営
業
者
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
】

　

町
役
場
町
民
課
で
国
民
年
金
加
入
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

年
金
事
務
所
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
取

得
届
（
無
い
場
合
は
保
険
証
・
免
許

証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
）、

印
章

【
第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
の
加
入
者
）】

　
加
入
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
】

　

第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由

し
て
加
入
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

20
歳
に
な
っ
た
ら

国

民

年

金

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
徳
山
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
３
４
（
３
１
）
２
１
５
２

　
町
役
場
町
民
課 

保
険
年
金
班

　
☎　
（
５
６
）
７
１
１
３



平成25年１月号　広報ひらお 8

 
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
も
、
３
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
今
年
も
い
ろ
い

ろ
な
話
題
を
お
届
け
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
お
正
月
は
い
か
が
で

し
た
か
。
三
が
日
を
ゆ
っ
く
り

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
人
、
子

や
孫
に
囲
ま
れ
て
に
ぎ
や
か
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
人
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
光
景
が
目
に

浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

今
の
正
月
も
昔
の
正
月
も
正

月
に
は
変
わ
り
は
な
い
の
で
す

が
、
す
ご
く
変
わ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う

か
。
目
に
映
る
光
景
か
ら
い
え

ば
、
子
ど
も
の
遊
び
の
定
番
で

あ
っ
た
こ
ま
回
し
、た
こ
揚
げ
、

羽
根
つ
き
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
国
旗

を
立
て
て
い
る
家
が
少
な
い
こ

と
、
玄
関
に
門
松
や
し
め
縄
が

飾
っ
て
あ
る
家
が
少
な
い
こ
と

な
ど
、
確
か
に
風
景
が
変
わ
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
や
伝

統
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
愛
着
を
感
じ
、
誇
り

を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
環
境
づ

く
り
が
今
、
学
校
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

に
よ
る
、
昔
の
遊
び
の
伝
承
な

ど
、
そ
こ
に
は
み
ん
な
で
遊
ぶ

喜
び
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
遊
び

を
通
じ
て
相
手
を
思
い
や
る
心

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
一
生
懸
命
教
え
て
い
る
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昔
の
正
月
に
は
、
店

と
い
う
店
が
一
つ
も
開
い
て
い

な
い
、
本
当
に
静
か
な
町
の
た

た
ず
ま
い
が
あ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
年
末

は
大
人
の
誰
も
が
非
常
に
忙
し

い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
助
け
合
い
な
が
ら
、

餅
つ
き
、
大
掃
除
、
お
せ
ち
料

理
づ
く
り
な
ど
、
お
正
月
を
ゆ

っ
く
り
過
ご
す
た
め
に
頑
張
っ

た
も
の
で
し
た
。
お
せ
ち
も
正

月
三
が
日
分
を
そ
ろ
え
、
箸
も

日
常
の
も
の
で
な
く
、
祝
い
箸

を
用
意
し
、
当
時
い
つ
も
忙
し

く
台
所
で
働
い
て
い
た
女
性
を

ゆ
っ
く
り
さ
せ
よ
う
と
、
洗
い

も
の
を
少
な
く
す
る
知
恵
が
働

い
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に

家
族
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
誰

も
が
休
む
こ
と
が
で
き
る
三
が

日
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
正
月
は
様
々

な
と
こ
ろ
で
姿
を
変
え
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
店
が

開
い
て
い
て
そ
れ
だ
け
便
利
に

な
っ
た
と
い
う
考
え
方
や
、
生

活
ス
タ
イ
ル
と
と
も
に
価
値
観

が
多
様
化
し
て
き
た
の
だ
と
い

う
考
え
方
も
あ
り
、
人
そ
れ
ぞ

れ
の
正
月
の
過
ご
し
方
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
今
一

度
、
正
月
三
が
日
の
過
ご
し
方

を
三
世
代
で
話
し
合
い
、
日
本

に
長
く
伝
わ
っ
て
き
た
正
月
風

景
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
再
認

識
し
て
み
る
の
も
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 平生町人権教育推進協議会

（事務局：町教育委員会）
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■問合せ先 町役場総務課 地域活動推進班 ☎（５６）７１１１

町のすべての事業を協働するの？
協働に適した事業とは？

Thema

❷住民が相互に支え合う、自助、共助を基本とした活
動が展開される事業

　アダプト制度※、地域の美化活動、高齢者支援
※アダプト制度　親が子どもを大切にするように、
まち（公共の場所）の世話をする制度。

❸特定分野の専門性など、パートナーの特性が十分に
発揮され、町とは異なる発想での事業

　相談、情報提供、政策提案、調査研究

❹地域やサービス対象者の実情に合わせ、きめ細やか
で柔軟な対応が必要とされる事業

　公民館やコミュニティ施設の管理・運営、地域防犯・
防災、障害者福祉、子育て推進

❺状況に応じて迅速に対応する必要がある事業
　災害時におけるボランティアコーディネート

❻今まで取り組んだことのない先駆的な事業

　協働して実施した方がメリットのある事業は、こ
れだけではありません。みなさんの職場などで取り
組んでいる、あるいはこれから取り組もうとしてい
る事業について、改めて考えてみてください。

　町のすべての事業を協働するの？
　町が行っている事業の多くは、協働の視点で見つめ
直す必要がありますが、すべての事業を協働して実施
するということではありません。
　協働はそれ自体が目的ではなく、住民主体のまちづ
くりやよりよいサービスを提供するための取組手法の
ひとつです。事業目的の達成のために活動団体の特性
を活かすことができ、団体や町が単独で実施するより
も、協働で実施することにより相乗効果が期待できる
と考えられる場合に、協働事業の実施に向けた積極的
な検討を行います。

　協働に適した事業とは？
　協働する団体と町とが、双方の知識や技術、経験を
持ち寄り、効果的、効率的に実施することにより、住
民の参加が期待でき、なおかつ住民へのサービスの質
と量が向上する事業です。

【事業の分類】
❶コミュニティの形成や醸成が期待でき、住民参加の

拡大や、まちの活性化につながる事業
　イベントの企画運営、公園等公共施設の管理運営
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

平生町第１号　　　のＮＰＯ法人
「特定非営利活動法人 まちサポーターズクラブ」

【所 在 地】平生町大字竪ヶ浜４１４番地
【事業内容】空き家、空き地管理事業、地域の活性化

に関するイベント、高齢者・児童等の福
祉の向上に関する事業　など

【問合せ先】☎（５６）０５５０
△開所式（中央：池岡理事長）

▽事務所に掲げられた手作り看板

　11月30日、山口県知事認証におけるＮＰＯ法人で平
生町第１号として「特定非営利活動法人 まちサポーター
ズクラブ」が誕生し、開所式が行われました。冒頭、池
岡勝正理事長は「地域住民に対して環境、まちづくり等
に関する事業を行い、まちの安心・安全、美化、活性化
および福祉の向上に寄与していきたい」とあいさつされ
ました。当該ＮＰＯ法人の概要は次のとおりです。

ＮＰＯ法人って何？
　特定非営利活動法人のことで、ＮＰＯとは英語表記

「 Nonprofit Organization」の略。特定非営利活動
促進法に基づき、特定の公益的・非営利活動を行うこ
とを主たる目的として設立された法人。

　
町
役
場
で
は
す
べ
て
の
町
民
の

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
便
利
で
分
か

り
や
す
い
、
快
適
な
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
窓
口
で
の
職
員
の

応
対
な
ど
に
関
す
る
来
庁
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　

10
月
15
日
㈪
～
26
日
㈮
（
土
・

日
を
除
く
午
前
・
午
後
各
１
時
間
）

●
実
施
方
法

　
町
役
場
本
庁
舎
正
面
玄
関
入
口

お
よ
び
町
民
課
窓
口
付
近
に
お
い

て
、
職
員
が
来
庁
者
に
直
接
ア
ン

ケ
ー
ト
を
依
頼
。

●
調
査
内
容

　
要
件
の
あ
っ
た
窓
口
と
要
件
の

内
容
の
ほ
か
、
次
の
８
つ
の
項
目

に
つ
い
て
各
々
「
満
足
」「
や
や

満
足
」「
や
や
不
満
足
」「
不
満
足
」

の
中
か
ら
当
て
は
ま
る
も
の
を
選

択
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
や
や
不
満
足
」「
不
満

足
」
を
選
択
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
具
体
的
な
内
容
の
記
述
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

【
調
査
項
目
】

①
職
員
か
ら
の
あ
い
さ
つ
は
好
感

が
持
て
ま
し
た
か
？

②
職
員
の
身
だ
し
な
み
（
髪
型
・

服
装
の
清
潔
感
な
ど
）
は
い
か
が

で
し
た
か
？

③
窓
口
で
の
応
対
や
言
葉
使
い
、

態
度
は
い
か
が
で
し
た
か
？

④
申
請
な
ど
の
わ
か
り
や
す
さ
や

記
入
の
し
や
す
さ
な
ど
は
い
か
が

で
し
た
か
？

⑤
手
続
き
方
法
に
つ
い
て
の
職
員

の
説
明
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
か
？

⑥
サ
ー
ビ
ス
提
供
ま
で
の
待
ち
時

間
は
い
か
が
で
し
た
か
？

⑦
担
当
窓
口
へ
の
案
内
表
示
は
分

か
り
や
す
く
、
見
や
す
か
っ
た
で

す
か
？

⑧
応
対
カ
ウ
ン
タ
ー
の
環
境
（
広

さ
、
高
さ
、
清
潔
さ
、
設
備
な
ど
）

は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
回
答
い
た
だ
い
た
の
は
１
５
３

人
で
、
８
項
目
す
べ
て
に
お
い
て

「
満
足
」「
や
や
満
足
」
が
多
く
を

占
め
る
結
果
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
応
対
や
整
理
整
頓
の
悪
さ
に

関
す
る
次
の
よ
う
な
ご
指
摘
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
応
対
に
つ
い
て
】

○
ぶ
っ
き
ら
棒
で
応
対
が
あ
ま
り

よ
く
な
い
男
性
職
員
が
い
る
。

○
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑
し
て

い
て
も
１
、２
人
が
応
対
し
て
い

て
他
の
人
は
知
ら
ん
ぷ
り
な
感
じ

が
あ
る
の
で
、
休
み
時
間
で
も
そ

の
と
き
は
手
伝
っ
て
あ
げ
て
欲
し

い
と
思
う
。

○
応
対
さ
れ
た
方
に
笑
顔
が
な
か

っ
た
。

【
整
理
整
頓
の
悪
さ
に
つ
い
て
】

○
不
要
物
が
山
積
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
の
で
、
一
掃
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
。

○
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
見
え
る
コ

ピ
ー
用
紙
や
荷
物
の
置
き
方
な

ど
、
整
理
の
仕
方
が
少
し
気
に
な

っ
た
。

　

こ
の
た
び
の
結
果
を
踏
ま
え
、

改
善
す
べ
き
点
は
早
急
に
見
直

し
、
今
後
に
お
い
て
も
、
よ
り
一

層
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
て
職
員
一
同
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
運
動 

来
庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

誕生

「特定非営利活動法人 まちサポーターズクラブ」

山口県知事
認　証



人権擁護委員が街頭啓発
　第 64 回人権週間（12 月４日～ 10 日）の 12 月
４日、人権擁護委員の中嶋一成さん、五味洋子さん、
中丸和則さんの３人が、人権教育推進に向けた幼
稚園・保育園および小・中学校への訪問、広報車
での巡回、町内店舗入口でのパンフレット配布な
ど、さまざまな人権啓発活動を展開しました。

佐賀小児童が炭焼き体験
　11 月 30 日、佐賀小学校６年生の児童 15 人が、
大星ふれあい窯（ハートランドひらお運動広場上）
で炭焼きを体験しました。
　炭焼きの会のみなさんの指導により、児童たち
はなんとか原木を窯に詰め、火を入れることがで
きました。そして迎えた 12 月 18 日の窯出し。重
かった生木は、見事な炭に姿を変えていました。

親子で学ぶ、佐賀の幸
　11 月 29 日、佐賀小学校で「佐賀の幸 親子料
理教室」が開催されました。
　同校５年生とその保護者が、地域のボランティ
ア（山口県漁協平生町支店女性部、生活改善実行
グループ）から、地域でとれた食材を使った料理
を教わりながら、親子のふれあいを深めました。
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宇佐木地区合同防災訓練
　12 月２日、宇佐木コミュニティ協議会主催の宇
佐木地区合同防災訓練が開催されました。
　土砂災害を想定した避難訓練では、近所同士や
グループがそれぞれの一時避難所に徒歩で移動し、
道のりや掛かる時間を再確認しました。
　その後は主会場の宇佐木コミュニティセンター
に参加者が集まり、柳井地区広域消防組合や日本
赤十字社などの協力による共助訓練やＡＥＤ使用
訓練など、さまざまな体験訓練が行われました。
　また、山田地自治会自主防災組織による消火訓
練や、宇佐木地区の有志の方々による炊き出し訓
練など、地域を中心とした取り組みもみられ、自助・
共助意識の高まりが感じられました。

【左上】ロープワークを学ぶ　【右上】土のうを積みました
【左下】簡易担架を体感　【右下】社協による車いすの扱い方
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乳幼児のクリスマス会
　12 月 10 日、平生町母子保健推進協議会主催の

「にこにこひろばクリスマス会」が町保健センタ
ーで開催されました。
　人形劇や楽器遊びで楽しんだ後、子どもたちに
はサンタクロースから、保護者の方々には母子保
健推進員から素敵なプレゼントが贈られました。

ひらおサッカーの祭典
　12 月 16 日、第 24 回サッカーフェスティバル
が永大グラウンドで開催されました。
　参加した 16 チームがスーパーリーグ（上級）
とエンジョイリーグ（初・中級）に分かれて熱戦
を繰り広げました。また、キッズサッカー教室も
あり、会場には多くの人が集まっていました。

園児と中学生が合同訓練
　12 月 10 日、つばさ保育園と平生中学校が大震
災を想定した合同避難訓練を実施しました。

　地震の発生を知らせ
る園内放送の後、経路
の安全確認を行い、園
児たちは平生中学校体
育館へと出発。階段の
前で出迎えた生徒たち
が、園児たちの手を引
いて体育館の中へと誘
導しました。同園の金
子園長は「机上でのプ
ランとの違いが分かり、
良い経験になった」と
感想を述べました。

租税教育の推進
　12 月７日、佐賀小学校で租税教室が開催され、
同校６年の児童が税金について学びました。
　講師は光・熊毛
郡法人会の岩本ひ
ろ子さんで、税金
の種類や使われ方
について、映像教
材などを交えて児
童たちに分かりや
す く 説 明 し ま し
た。

　また、租税に関する作品で町内の次の児童・生
徒が表彰を受けていますのでご紹介します。

災害用伝言ダイヤルを体験
　12 月 19 日、ＮＴＴ西
日本と日本公衆電話会に
より、町役場の正面玄関
ホールに災害用伝言ダイ
ヤル１７１の体験コーナ
ーが設置され、来庁者や
職員がその使い方を体験
しました。
　大災害時に電話がつな

がりにくくなったときに、家族などに伝言を残し
て伝えることができるこのサービス。毎月１日、
15 日など、体験利用日もあるようですので、いざ
というときに慌てないよう一度体験してみてはい
かがでしょう。

【詳しくはＨＰで ▽ http://www.ntt-west.co.jp/dengon/】

【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

◇平成 24 年度小学生
　「絵はがき」コンクール

【法人会会長賞】
 國行 咲良さん（佐賀小６年）

【光税務署長賞】
 大内山 万葉さん（佐賀小６年）
◇中学校の税に関する習字

【光納税貯蓄組合連合会会長賞】
 井堀 水晶さん（平生中３年）

△左から國行さん、大内山さん
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男女共同参画講演会
　12 月 23 日、平生町『ひろげよう男と女』連絡
協議会と北京ＪＡＣ山口の共催で、男女共同参画
講演会が曽根公民館で開催されました。
　講師には元朝日新聞記者の竹信三恵子さんを迎
え「ここが気になる いまの日本」と題した講演や、
竹信さんと共催団体の会員によるトークイベント
が行われました。

全国訪問おはなし隊
　12 月 23 日、平生図書館に全国訪問おはなし隊
のキャラバンカーが来訪しました。
　車内には 550 冊の児童書。集まった子どもたち
は、寒さも忘れて屋外での読書を楽しんでいまし
た。また、館内ではおはなし隊や平生町おはなし
会の方々による読み聞かせ会も行われ、参加者か
らは、とても楽しかった！ との声が聞かれました。

商工会館 光で彩る
　12 月 22 日、平生町商工会青年部による「クリ
スマスイルミネーション 2012」の点灯式が開催
され、平生町商工会館が光で彩られました。
　約 5,000 個の電球を使用したこのイルミネー
ションは、11 月に開催された「ひらお産業まつり」
の商工ブースで子どもたちが描いたイラストを基
にデザインされたものです。

　　　　 少年剣道教育奨励賞
　平生剣道スポーツ少年団が、全日本剣道連盟から少
年剣道教育奨励賞を受賞されました。
　同賞は、長年にわたり剣道の普及・発展および青少
年の健全育成に尽力し、実績を挙げている少年剣道団
体に贈られるもの。同団の中本光春代表は「剣道を通
して社会に貢献できる人材を育成するような団にして
いきたい」と述べ、今後の更なる飛躍が期待されます。

　　　　 　　　　 最優秀賞
　第 32 回全国中学生人権作文コンテスト山口県大会
において、木村友美さん（平生中２年）の作品が県内
101 校 5,064 編の応募の中から最優秀賞（山口地方法
務局長賞）を受賞しました。
　木村さんの作品『声をかけ
る勇気』は、母親の体験談な
どから、助ける人、助けを求
める人の双方による声かけの
大切さについて書かれたもの
で、同コンテストの中央（全
国）大会においても奨励賞を
受賞しています。

中学生人権作文
コンテスト表 彰 表 彰

▽

左
か
ら
叶
山
さ
ん
（
指
導
者
）、

西
依
く
ん（
団
長
）、山
㟢
さ
ん（
育

成
会
会
長
）、
中
本
さ
ん
（
代
表
）

スポーツ大会結果
平生町卓球大会（12 月９日／町体育館）
◇シングルス（優勝者、敬称略）

【　一　般　】柳本 正信
【中学生男子】神田 佑樹
【中学生女子】善村 茉由
【小学生男子】伊藤 駿太
【小学生女子】伊藤 沙菜
◇ダブルス（優勝者、敬称略）

【　一　般　】鍵谷育則・国広力吉
【中学生男子】神田佑樹・藤原弘基
【中学生女子】金岡奈穂・梅本三愛
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ミニ門松づくり
（12 月 26 日／曽根公民館）

凧づくり教室
（12 月９日／宇佐木 ふれあいの館）

門松＆ミニ門松づくり
（12 月 23 日／大野公民館）

三世代交流しめ縄づくり

（12 月 15 日／中央公民館主催）

しめ縄づくり教室
（12 月９日／佐賀公民館）

三世代交流しめ縄づくり
（12 月 15 日／大野公民館）

三世代交流しめ縄づくり
（12 月８日／曽根公民館）

地域のもちつき
（12 月 23 日／高須一班）

三世代交流もちつき大会
（12 月９日／大野公民館）

佐賀地区もちつき大会
（12 月 23 日／佐賀公民館）

各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
年
末
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
！



　
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
私
た
ち

の
体
は
、
関
節
や
筋
肉
な
ど
の
運

動
器
を
使
う
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な

動
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
寒
い
季
節
に
は
、
つ
い
体
を

動
か
す
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
毎
日
の
活
動
量
が
少
な
い
と
人

と
の
交
流
が
減
り
、
心
理
的
に
も

気
分
転
換
が
で
き
に
く
く
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
こ
と
で
さ
ら
に
活

動
量
が
減
っ
て
く
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

　
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
の

一
日
の
活
動
量
は
、年
齢
や
職
業
、

体
調
な
ど
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異

な
り
ま
す
が
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
小
ま
め
に
体
を
動
か
す
こ
と
で

生
活
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
下
記
の
例
な
ど
を
参
考
に
、
体

へ
の
負
担
を
か
け
ず
に
自
分
の
体

力
に
合
っ
た
も
の
を
見
つ
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
日
ご
ろ
の
運
動
習
慣
の
繰
り
返

し
が
、
心
と
体
の
健
康
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
無
理
せ
ず
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
め
る
方
法
が
、
長
く
続
け
る

秘
訣
に
も
な
り
ま
す
。
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普
段
の
生
活
に
運
動
習
慣
を
！

No.619

　いつものお刺身に飽きたときにどうぞ。手軽で豪
華な一品になります。

《材　料》　４～５人分

《作り方》

〇
家
の
中
で
も
掃
除
な
ど
小
ま

め
に
す
る
。

〇
車
を
使
わ
ず
に
行
け
る
と
こ

ろ
は
、
な
る
べ
く
歩
い
て
移
動

す
る
。

〇
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
よ
り
も
階
段

を
利
用
す
る
。

〇
お
気
に
入
り
の
散
歩
コ
ー
ス

を
見
つ
け
る
。

〇
運
動
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
入
っ

て
定
期
的
に
体
を
動
か
す
。

〇
毎
日
、
歯
を
磨
き
、
入
浴
や

食
事
を
す
る
よ
う
な
感
覚
で
、

生
活
リ
ズ
ム
の
中
に
運
動
や
積

極
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
の
で

き
る
時
間
と
方
法
を
み
つ
け

る
。

お刺身サラダ

① 刺身はそぎ切りにして、冷蔵庫で冷やす。
② 大根は皮をむき、細いせん切りにする。
　 貝割れ菜は、根元を切り、長さを半分にする。
　 白ねぎは5cm 長さに切り、白髪ねぎにする。
③ ゆばは粗くくだき、ナッツとともに揚げ、油をきる。
④ 大皿に②と①を盛り、③を散らす。
⑤ Ａを混ぜて④にかけ、一気に全体を混ぜる。

白身魚 ( 刺身用 )　４人前
大根　　　  　　　1/4本
貝割れ菜　　 　１パック
白ねぎ　　  　　　　1本
カシューナッツ １００ｇ
乾燥ゆば　  　　　　1袋
揚げ油

　しょうゆ　 小さじ２
　 塩　　　 小 さ じ １ 弱
　 砂 糖　　　 　　 少 々
　わさび　　 小さじ１
　 にんにく(すりおろす) １かけ
　ごま油　　 大さじ１

Ａ

■問合せ先
　町保健センター　☎（５６）７１４１

好評！男性料理教室
「少しずつでもこれから料理を作っていきたい」
「楽しかった！次回はぜひ酒に合った料理を」
　12 月７日に保健センターで開催された男性料
理教室（平生町食生活改善推進協議会主催）に参
加された方々の感想です。
　この日のメニューはご飯（おにぎり）、みそ汁、
豚肉のしょうが焼きなど計５品。参加した 12 人
の男性が、慣れない手つきながら、がんばって料
理を完成させました。料理の前にはＢＭＩ測定や
栄養バランスの説明などもあり、食と健康をとも
に学ぶことができる充実した内容。これから料理
を始めたい男性の方々にお勧めの教室です。

食生活改善推進員（ヘルスメ
イト）による丁寧な指導。



平成25年１月号　広報ひらお15

平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.206
　
宇
佐
木
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
す
る
組
織
を

こ
れ
ま
で
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」
か
ら
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
に
改
組
し

ま
し
た
。
字
面
で
は
、
セ
ン
タ
ー

運
営
と
い
う
文
言
を
消
し
た
だ
け

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
か
な

り
大
き
な
改
革
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
元
来
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
は
公
民
館
の
分
館
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
い
わ
ば

地
域
社
会
教
育
の
中
核
施
設
で

す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
使
命
を
保

ち
な
が
ら
も
、
そ
こ
か
ら
一
歩
踏

み
出
し
た
活
動
の
で
き
る
地
域
組

織
を
と
考
え
ま
し
た
。
各
種
学
習

団
体
へ
の
「
貸
し
館
」
業
務
と
い

う
役
割
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
自

主
的
な
地
域
活
動
が
可
能
な
組
織

体
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
本
協
議
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
利
用
者
、
セ
ン
タ
ー
運

営
、
地
域
づ
く
り
、
社
会
福
祉
、

そ
し
て
青
少
年
育
成
の
５
つ
の
部

会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業

の
企
画
・
調
整
は
事
務
局
で
統
括

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
、
防

災
安
全
部
会
の
追
加
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
役
員
数
は
、
地
区
内
８

自
治
会
か
ら
選
出
を
お
願
い
し
て

お
り
、
50
名
を
超
え
ま
す
。
特
徴

的
な
の
は
、役
員
の
顔
ぶ
れ
で
す
。

自
治
会
長
以
外
の
役
員
は
「
○
○

会
会
長
」
な
ど
の
役
職
に
と
ら
わ

れ
ず
選
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
幅
広
く
人
材
を
発
掘
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
宇
佐
木
は
、世
帯
数
５
０
０
弱
、

人
口
１
４
０
０
の
小
さ
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
す
。
生
涯
学
習
団
体
は

26
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
意
欲
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
各
団

体
の
メ
ン
バ
ー
は
、
か
な
り
重
複

し
て
お
り
、
地
区
在
住
者
の
利
用

実
数
は
限
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。
地
域
の
み
ん
な
が
活
動
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
課
題
で
す
。

そ
こ
で
、
常
時

利
用
者
以
外
の

方
々
も
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
を
企
画
・

実
行
し
、
盆
踊

り
や
ふ
れ
あ
い

祭
り
な
ど
で
は
、
か
な
り
の
方
の

来
場
が
あ
り
、
成
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
協
議
会
で
は
、「
互
助
と
協

働
」を
基
本
目
標
と
し
て
、「
私
の
、

お
互
い
の
、
み
ん
な
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
を
合
言
葉
に
、
明
る
く
和

や
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
主
要
行
事
の
準
備
・
設

営
な
ど
で
の
役
員
の
連
携
・
協
力

は
抜
群
で
、
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
の
役
割
分

担
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、

各
自
が
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。
持
ち
つ
持
た
れ
つ
、
小
さ

な
力
を
集
め
て
共
に
働
く
こ
と

が
、「
互
助
と
協
働
」
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
新
た
な
出
発
か
ら
も
う
す
ぐ
１

年
。
町
政
推
進
の
テ
ー
マ
に
な
ぞ

ら
え
て
、「
人
と
地
域　

き
ず
な

で
つ
な
ぐ　
元
気
な
宇
佐
木
」
の

実
現
を
夢
見
て
歩
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
中
央
公
民
館

　
☎
（
５
６
）
５
３
２
０

～
地
域
で
の「
互
助
と
協
働
」を
目
指
し
て
～

宇
佐
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

１月… 21日㈪、28日㈪、31日（木・月末整理日）　
２月…４日㈪、11日㈪

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分図書館

だより

残り全部バケーション
伊坂 幸太郎 著

噂の女
奥田 英朗 著

維新銃姫伝 会津の桜京都の紅葉
藤本 ひとみ 著

今考える親のためにできることでき
ないこと　　　　　　  和田 秀樹 著

ねえたんがすきなのに
鈴木 まもる 絵

おとのさまのじてんしゃ
中川 ひろたか 作

船で空飛ぶ妖怪クルーズ
三田村 信行 作

ルドルフとスノーホワイト
斉藤 洋 作

だいすき、でも、でもね
市居 みか 絵

エンジェルフライト
佐々 涼子 著

　図書の一部を紹介します。

《児童書》

《一般書》

『わたしのゆたんぽ』
きむらさとし 絵・文（偕成社）

　ゆたんぽが大好きな女の子。で
も、ゆたんぽは女の子の冷たい足
が苦手な模様。ある日、とうとう
女の子の布団から逃げ出してし
まったゆたんぽ
を、どんどん伸
びる女の子の足
がどこまでも追
いかけて…。

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス



　交通事故は、私たちにとって最も身近で重大な危険です。
　一人ひとりが思いやりとゆずりあいの心を持って交通安全に
努め、今年一年を無事故・無違反で過ごしましょう。
●今年も高齢者被害の交通死亡事故の発生が危

き ぐ

惧
されます。昨年は、道路横断中の高齢女性被害の
交通死亡事故が管内で２件発生し、夜間の反射材
非着用での被害もありました。
☆歩行者は、目立つ服装や反射材活用で自分の存在をアピール !
☆ドライバーは、早めの点灯と原則ハイビームで視界確保を !
●昨年は飲酒運転ドライバーによる交通死亡事故が発生しまし
た。飲酒運転は犯罪です。ドライバーだけでは
なく、周囲の人にも厳罰が待っています。お
互いが「飲酒運転は絶対にしない、させない !」
と声をかけ合いましょう。
●全席でシートベルトを着用していますか？　柳井地
域でもシートベルト非着用のため重大被害となった交
通事故があります。前席だけでなく後部席の同乗者も、
全員が必ずシートベルトを正しく着用しましょう。

新年に無事故・無違反を誓おう！

（平成25年「交通安全年間スローガン」）
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　健康食品の販売業者から「以前注文を受けた健康食品を今から
送る」と電話がかかってきました。申し込んだ覚えがないと断っ
ても、「間違いなく注文を受けているので送る」と言われました。
商品が届いたら、受け取らなければならないのでしょうか。

　送りつけ商法と呼ばれる手口であり、商品が届いた場合は、受
け取りを拒否しましょう。

　トラブルにあう人のほとんどが高齢者であり、記憶力の衰えや判断
力不足に乗じて、商品を強引に送りつけるような悪質な販売手口が見
受けられます。相談事例のように申し込んだ覚えもなく、購入するつ
もりもないのであれば、きっぱりと断りましょう。
　なお、電話で断ったにも関わらず、商品が届いてしまった場合には、
受け取りを拒否してください。
　また、断りきれずに承諾してしまい、商品が届いた場合でも、書面
を受け取った日から８日間はクーリング・オフができます。
　「何かおかしいな？」「心配だな？」と感じたら、クーリング・オフ
期間が過ぎていても、まずは県消費生活センターや町役場経済課など
にご相談ください。

◆◇ワンポイント◇◆

高齢者を狙った悪質な販売手口に注意！

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 スマホ手に　車や自転車　事故のもと
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山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）
こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

受付時間
毎日 午後７時～11時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）
内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：１月19日㈯　午前10時～12時
内容：血圧測定、体重 ･ 体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児 ･ 育児相談など

山口県看護協会柳井支部「まちの保健室」

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（11 月）資料：柳井地区広域消防組合 （11 月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 0 1 1 282 管　内 28 144 0 37
平生町内 0 1 0 42 平生町内 5 14 0 6

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始

（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ

りません

午前９時～ 12 時
（午前11時30分まで）
午後１時～５時
（午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10 時
（午後９時 30 分まで）

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕
●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　２月13日㈬ ９：00～10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　２月13日㈬ 10：00～10：30
●ＨＴＬＶ－１抗体検査《要予約（前日まで）》
　２月13日㈬ 10：30～11：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　２月13日㈬ 14：00～16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　２月22日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　２月19日㈫ 13：00～14：00

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守
◆相談内容　人権に関わる悩みや困りごと、行政全般に

ついての苦情、相談並びに意見や要望などについて
◆相談日　毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
　【時間・場所はまちのカレンダーでご確認ください】
◆相談員　人権擁護委員、行政相談委員

まちの人口
11 月30 日現在
住民基本台帳記載人口

（　）：前月対比

世帯数 5,678 世帯（ ± 0 ）
人　口 13,000 人 （ － 3 ）
うち男 6,196 人 （ ± 0 ）

女 6,804 人 （ － 3 ）

☆ 完 納 で 育 て よ う 明 る い 平 生 町 ☆

今月の納税【１月】 納期限１月31日

町県民税　　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　第７期
介護保険料　　　　　　第７期
後期高齢者医療保険料　第７期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問
合
せ
先

税務課【町税】　　　　　　　　 ☎（５６）７１１４
健康福祉課【介護保険料】　　　 ☎（５６）７１１５
町民課【後期高齢者医療保険料】 ☎（５６）７１１３

〔ミュージックチャイムの曲名〕　　６：00　雪　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

24時間 365日 腹部救急診療を開始！
［ 激しい腹痛・腰痛・肛門痛・下血など ］

柳井医療センター（旧国立柳井病院） 

□問独立行政法人国立病院機構 柳井医療センター
　☎（２７）０２１１［柳井市伊保庄］

軌跡の一本松保存募金岩手県陸前高田市

　東日本大震災の大津波に耐えた高田松原の一本松を、
復興象徴のモニュメントとして整備するため、全世界に
募金協力をお願いしています。詳細については、下記Ｕ
ＲＬ「がんばっぺし陸前高田」内「奇跡の一本松保存基金」
のページをご覧ください。
ＵＲＬ　https://www.facebook.com/RikuzentakataCity
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
子
ど
も
と
親
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
や
ま
ぐ
ち
総
合
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
内
）

　
☎
０
８
３
（
９
８
７
）
１
２
４
２

県
民
公
開
講
座

花
粉
症
対
策
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

１
月
20
日
㈰　

午
後
２
時

～
４
時
20
分　

●
場
所　
山
口
県
総
合
保
健
会
館［
山

口
市
］

●
内
容　

講
演
「
ス
ギ
花
粉
だ
け
が

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
で
は
な
い
（
講

師
：
山
口
県
医
師
会
花
粉
情
報
委
員

長 

日
吉
正
明
氏
）」
な
ど

●
主
催　
山
口
県
医
師
会

●
入
場
料　
無
料
（
申
込
不
要
）

□問
山
口
県
医
師
会
広
報
情
報
部

　
☎
０
８
３
（
９
２
２
）
２
５
１
０

安
全
衛
生
講
習
会

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
２
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）

【
実
技
】
２
月
７
日
㈭
～
10
日
㈰
の
内

１
日
（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉
鶴
工
場
）

●
申
込
期
限　
１
月
18
日
㈮

◇
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
２
月
12
日
㈫
、
13
日
㈬
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）

【
実
技
】
２
月
14
日
㈭
～
19
日
㈫
の
内

１
日
（
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
１
月
25
日
㈮

４
月
１
日
㈪
を
除
く
）　

午
後
１
時

～
２
時

●
検
査　

出
願
手
続
き
の
た
め
に
来

校
し
た
日
に
実
施
（
面
接
・
作
文
）

※
出
願
書
類
の
請
求
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
県
立
山
口
高
等
学
校
（
通
信
制
）

　
☎
０
８
３
（
９
２
２
）
８
５
１
９

「
命
の
授
業
」
講
演
会

●
日
時　

２
月
18
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
～
２
時
40
分

●
場
所　
ア
ク
テ
ィ
ブ
や
な
い

●
内
容　

講
演
「
命
の
授
業
～
今
の

幸
せ
に
気
づ
く
こ
と
か
ら
夢
は
ひ
ろ

が
る
～
（
講
師
：
腰
塚
勇
人
氏
）」

●
対
象　
一
般
住
民

●
主
催　
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料　
無
料
（
申
込
不
要
）

□問
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
増

進
課 
精
神
・
難
病
班

　
☎
（
２
２
）
３
６
３
１

教
育
相
談
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

●
日
時　

１
月
19
日
㈯
、
26
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所　
山
陽
小
野
田
市
民
館

●
内
容　

家
庭
教
育
、発
達
障
害
、子

ど
も
や
親
の
心
理
、
教
育
相
談
困
難

事
例
へ
の
対
応
な
ど
の
講
義
・
演
習

お
よ
び
相
談
会

●
対
象　
保
護
者
、
教
職
員
な
ど

●
定
員　
60
人
（
相
談
会
は
５
組
）

●
参
加
料　
無
料
（
要
事
前
申
込
）

県
・
市
町
中
小
企
業
勤
労
者

小
口
資
金
貸
付
制
度

　　

次
の
人
を
対
象
に
、
大
学
、
短
期

大
学
な
ど
へ
の
進
学
資
金
を
貸
し
付

け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

中
小
企
業
勤
労
者
で
県

内
に
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
し
て
い
る
人

●
貸
付
限
度
額　
３
０
０
万
円

●
償
還
期
間　

10
年
以
内
（
在
学
期

間
中
で
４
年
以
内
の
据
え
置
き
可
）

●
貸
付
利
率　
年
２・０
％
（
別
に
保

証
料
が
必
要
）

□申
中
国
労
働
金
庫
（
審
査
あ
り
）

□問
山
口
県
労
働
政
策
課

　

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
２
１
０

□問
町
役
場
経
済
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
や

技
術
を
地
域
社
会
に
生
か
し
、
生
き

が
い
の
充
実
や
就
業
機
会
を
通
じ
て

の
社
会
参
加
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、
草
刈
・
剪
定
・
家
事
援
助

な
ど
の
仕
事
が
で
き
る
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◇
入
会
説
明
会

●
対
象　

平
生
町
、
柳
井
市
、
田
布

施
町
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
人

●
日
時　

２
月
20
日
㈬
、
３
月
13
日

㈬　
午
後
１
時
～

●
場
所　

柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー●
持
参
物　
筆
記
用
具

□問
公
益
社
団
法
人
柳
井
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
２
３
）
５
９
５
９

県
立
山
口
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

●
募
集
定
員

【
普
通
科
】
３
６
０
人

【
衛
生
看
護
科
】
40
人
（
連
携
施
設
在

学
者
な
ど
に
限
る
）

【
科
目
履
修
生
】
制
限
な
し

●
願
書
受
付
期
間
・
時
間

　
３
月
21
日
㈭
～
４
月
３
日
㈬
（
土・

日
曜
日
、
３
月
27
日
㈬
、
28
日
㈭
、

講
座
・
講
習
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＜ 以下は広告欄です ＞

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
２
月
26
日
㈫
、
27
日
㈬
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）

●
申
込
期
限　
２
月
15
日
㈮

□問
□申
㈳
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松

支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

第
65
回
山
口
県
学
校
美
術

展
覧
会

●
日
時　

１
月
22
日
㈫
～
27
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

山
口
県
立
美
術
館
［
山
口

市
］

●
内
容　
県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
な
ど

の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
優
れ
た
作

品
約
７
０
０
点
を
展
示

●
入
場
料　
無
料

□問
山
口
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
４
６
０
０

起
業
家
養
成
塾「
島
ス
ク
エ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３
」

●
日
時　

２
月
２
日
㈯　

午
後
１
時

～
（
正
午
開
場
）

●
場
所　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
［
周

防
大
島
町
］

●
内
容
　
商
品
販
売
、
事
業
報
告
、

修
了
生
に
よ
る
事
業
プ
ラ
ン
発
表
、

講
演
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
ま

ち
を
元
気
に
（
講
師
：
ま
ち
お
こ
し

45
年
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
理
事 

米
村
洋

一
氏
）」
な
ど

●
主
催　
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

●
参
加
料　
無
料

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.oshim

a-k.ac.jp/
shim

a-sq/

□問
島
ス
ク
エ
ア
事
務
局
（
大
島
商
船

高
等
専
門
学
校
内
）

　
☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
６
７
３

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

　

山
口
県
弁
護
士
会
、
山
口
県
司
法

書
士
会
な
ど
と
の
共
催
で
多
重
債
務

者
向
け
の
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時

・
２
月
22
日
㈮ 

①
午
後
２
時
～
４
時

30
分 

②
午
後
５
時
30
分
～
８
時

・
２
月
23
日
㈯ 

①
午
前
10
時
～
12
時

30
分 

②
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
各
日
と
も
①
は
司
法
書
士
相
談
、

②
は
弁
護
士
相
談

●
場
所　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

●
定
員　
先
着
各
10
人
（
要
予
約
）

●
相
談
内
容

　

法
律
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
の

相
談
（
１
人
30
分
）

●
申
込
受
付
期
間

　
１
月
15
日
㈫
～
２
月
15
日
㈮

□申
□問
柳
井
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
２
２
）
２
１
２
５

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

　

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
」
と
し
て
、
県
下
各
司
法

書
士
事
務
所
に
お
い
て
、
相
続
登
記

に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し

ま
す
。

【
相
続
登
記
と
は
】

　

相
続
し
た
不
動
産
の
登
記
上
の
名

義
を
変
更
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

相
続
登
記
は
手
続
き
が
遅
れ
が
ち

で
、
何
代
に
も
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
相
続
し

た
不
動
産
の
名
義
を
変
更
し
て
い
な

い
と
、
売
却
す
る
場
合
や
担
保
に
し

て
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
な

ど
に
、
手
続
き
が
順
調
に
進
み
ま
せ

ん
。
ま
た
、
長
い
間
放
置
す
る
と
、

相
続
権
の
あ
る
人
が
増
え
て
権
利
関

係
が
複
雑
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

□問
山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

多
重
債
務
・
相
続
登
記
等

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時　

２
月
２
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
の
多
重
債
務
や
相
続
登
記
な
ど
の

問
題
で
お
困
り
の
人
に
、
手
続
方
法

の
説
明
や
司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介

な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。

□問
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　
相
談
会
担
当
：
伊
藤

　
☎
０
８
３
３
（
４
４
）
３
７
５
５

相
　
　
談

　２市２町（光市・柳井市・田布施町・平
生町）をタスキでつなぐ、第 62 回平和記
念周南駅伝競走大会が開催されます。沿道
からみなさんの温かい声援をお願いしま
す。

１月 20 日 日 ９：00出発
【スタート・ゴール】光市総合体育館前

平生町内中継所
森庭園前［ イ国道188号線

オンタウン平生向かい ］
到着予定時刻　10：53

第 62 回 平 和 記 念
周 南 駅 伝 競 走 大 会
第 62 回 平 和 記 念
周 南 駅 伝 競 走 大 会
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《１月16日〜２月15日》

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

１　　月 ２　　月

平
生
中
学
校
３
年 

大
井 

祐
弥

平
生
中
学
校
２
年 

西
本 

彩
華

「
伸
び
ゆ
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

育
て
よ
う

花
と
緑
と
思
い
や
り

笑
顔
あ
ふ
れ
る
平
生
町

16 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
こころの健康相談・いこいの場（13:30 ／保健センター）(水)

17
(木)

18 朗読ボランティアつゆくさの会 (10:00 ／平生図書館）
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(金)

19 体育館開放日 ( 午前中 )
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )(土)

20 第 62 回平和記念周南駅伝競走大会
（9:00 ／光市総合体育館前スタート）(日)

21
(月)

22 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

23
(水)

24 １歳６か月児健診 (13:00 ／保健センター )
(木)

25
(金)

26 体育館開放日 ( 午前中 )
(土)

27
(日)

28 母親学級 (10:00 ／保健センター )
保健センター開放日 (13:00)(月)

29 離乳食学級 (9:30 ／保健センター )
(火)

30
(水)

31
(木)

1
(金)

2 体育館開放日 ( 午前中 )
(土)

3
(日)

4
(月)

5 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

6 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
(水)

7
(木)

8
(金)

9 体育館開放日 ( 午前中 )
(土)

10 親と子の料理教室（9:30 ／大野公民館）
(日)

11
(月)

建国記念の日

12 人権行政相談 (10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館 )
あすなろ会〈介護者家族の会〉(13:00 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(火)

13 母親学級 (10:00 ／保健センター )
おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )(水)

14
(木)

15 ひらお読書会 (13:30 ／平生図書館 )
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(金)


